
 2018年11月5日（月）～9日（金） 
まで、市立大津市民病院正面玄関
ロビーにおいて、滋賀県立近江学園
の西川 智之（にしかわ さとし）さん
によるアール・ブリュット作品展を 
開催しました。 
 アール・ブリュットとは、「生の芸術」
という意味で、芸術の伝統的な訓練
を受けていない人が自身の内側か
らわき上がる衝動のまま表現した 
作品を、そう呼びます。 

 西川さんの繊細かつ大胆で独創的な作品は、観る
側に強烈な印象を与えますが、それとともに優しい土
の柔らかさや温かみを伝えてくれるような雰囲気も
あって、西川さんのお人柄がにじみ出るような造形と
色合いを持っていました。 
 西川さんの作品の横には、病院ボランティアの浜田
辰郎さんの紅葉の生け花が彩りを添え、来院した方々
に、“芸術の秋”を感じていただけたのではないかと 
思います。 

企画：市立大津市民病院 患者相談支援室 
平成30（2018）年11月9日（金） 
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